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北九州港港湾脱炭素化推進計画（案）について 
 
 

１ 港湾脱炭素化推進計画の経緯及び経過 

 ・港湾における温室効果ガスの排出を全体としてゼロとする「カーボンニュート

ラルポート（CNP）」の形成を図るため、「北九州港 CNP 検討会」での議論を踏ま

え、令和４年３月に、「北九州港 CNP 形成計画（素案）」を作成し、議会に報告

を行った。 

 ・令和４年 12 月に「北九州港長期構想」を策定し、洋上風力発電等再生可能エネ

ルギーや水素・燃料アンモニア等の脱炭素エネルギーの導入等を進め、港湾を

活用したカーボンニュートラルの実現を目指すこととした。 

 ・令和４年 12 月の港湾法一部改正を踏まえ、令和５年３月に、脱炭素化の取組を

行う民間事業者や港湾利用者等（現在 59 団体）で構成する「北九州港港湾脱炭

素化推進協議会」やこの協議会のもとに３つのワーキンググループを設置し、

検討体制の構築を図ってきた。 

 ・令和５年３月に国から公表された『「港湾脱炭素化推進計画」作成マニュアル』

及び５月に国が開催した「説明会」において、「推進計画に位置付ける港湾脱炭

素化促進事業については、事業主体と同意を得た具体的な事業内容を記載す

る。」と示されたことから、官民連携による港湾の脱炭素化に資する具体的な取

組の検討を進めてきた。 

  

２ 港湾脱炭素化推進計画（案） 

・「北九州港長期構想」の実現に向け、脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化や臨

海部産業との連携による取組について、「北九州港港湾脱炭素化推進協議会」に

おいて現時点で合意形成が図られた事業や実施主体等を「北九州港港湾脱炭素

化推進計画（案）」として取りまとめたところである。 

・本計画については、社会経済情勢の変化や脱炭素化に資する技術の進展等を踏

まえ、適時適切に見直しを行うものとする。 
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３ 計画に位置付けを予定している主要目標    

 ・CO2 排出量 

  2030 年度： 838 万トン/年（2013 年度比  47%削減） 

2050 年 ：実質０トン/年 

 

４ 計画に位置付けを予定している主要事業    

（１）港湾脱炭素化促進事業 

① 温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及び強化に関する事業 

［公共ターミナル］ 

  港湾荷役機械への水素の利活用（混焼技術・燃料電池の導入）、 

港湾荷役機械・施設の再エネ 100%電力化 

［船舶・車両］ 

  水素・バイオ燃料船の運航 

［公共ターミナル外］ 

工場設備への低・脱炭素設備の導入、 

再エネ電力による水素・合成メタンの生成と利活用、ブルーインフラの整備 

 

② 港湾・臨海部の脱炭素化に貢献する事業 

 洋上風力発電設備の整備、基地港湾の整備、 

LNG バンカリング（船舶燃料の供給）拠点の形成 

 

（２）港湾における脱炭素化の促進に資する将来の構想 

 ［公共ターミナル］ 

  港湾荷役機械の電化・燃料電池化・省エネ化 

 ［船舶・車両］ 

  船舶への陸上電力供給施設の導入、電気自動車・燃料電池車の導入 

 ［公共ターミナル外］ 

LNG ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞｻｲｸﾙ（高効率）発電所の建設及びカーボンフリー燃料の活用 

水素ボイラーの導入、電炉プロセスへの転換 

 

５ 今後のスケジュール 

 ・令和６年１月１２日  北九州港港湾脱炭素化推進協議会の開催 

・令和６年２月     北九州港港湾脱炭素化推進計画の策定・公表 

・令和６年度      北九州港港湾脱炭素化推進協議会において、 

新規事業の創出や推進計画のフォローアップの実施 

２  



港湾脱炭素化推進計画の対象範囲と目標

【取組の対象となる主要施設等】 【主要目標】

目標年次 CO2排出量

2030年度 約838万トン/年（2013年度比 47%削減）

2050年 実質０トン/年

① 公共ターミナルにおける脱炭素化の取組

② 公共ターミナルを経由して行われる物流活動（船舶・車両）に係る脱炭素化の取組

③ 港湾区域及び臨港地区内の企業活動や港湾利用等に係る取組［公共ターミナル外における脱炭素化の取組］

【計画の対象範囲】

(１)港湾脱炭素化促進事業
①温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及び強化に関する事業

●

●

①港湾荷役機械の
水素アシスト技術の導入

②港湾荷役機械、管理棟、
照明施設、リーファー電源等
の再エネ100%電力化

ひびきコンテナターミナル

②港湾荷役機械、管理棟、
照明施設、リーファー電源等
の再エネ100%電力化

③港湾荷役機械のFC化

④旅客ターミナルの
再エネ100%電力化

④旅客ターミナルの
再エネ100%電力化

⑤公共上屋の再エネ100%電力化 ＠港内各地区

⑥水素・バイオ燃料船の運航

●

⑧再生可能エネルギーの余剰電力による
水素の生成及び合成メタンの生成と
合成メタンのLNG燃料船での利活用

⑨ブルーインフラの整備

⑨ブルーインフラの整備

小倉(浅野)フェリーターミナル

●

⑦工場設備への
低・脱炭素設備の導入

太刀浦コンテナターミナル

新門司フェリーターミナル

【凡 例】

：公共ターミナル

：公共ターミナルを出入する船舶・車両

：公共ターミナル外
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(１)港湾脱炭素化促進事業
②港湾・臨海部の脱炭素化に貢献する事業

●

①洋上風力発電設備の整備

●

●

②基地港湾の整備

●

⑤LNGバンカリング拠点の形成

④水素混焼エンジンへの副生水素の供給

【港湾・臨海部の脱炭素化に貢献する事業】

脱炭素電力供給設備の整備や水素等サプライチェーンの構築等の低・脱炭素エネルギー
供給源の確保等により、港湾活動や産業活動等の脱炭素化に貢献する事業

③石炭・バイオマス混焼発電所の
バイオマス専焼発電所へ転換

太刀浦コンテナターミナル

● ①港湾荷役機械の
EV化・FC化・省エネ化

ひびきコンテナターミナル

新門司フェリーターミナル

小倉(浅野)フェリーターミナル

②停泊中の船舶への陸上電力供給施設の導入
③輸送車両のEV・FC車両の導入

＠コンテナ・フェリーターミナル

⑤LNGコンバインドサイクル発電所の建設
及びカーボンフリー燃料の活用

⑥水素とCO2の合成により
e-methane製造と都市ガス利用

●

④LNGバンカリング拠点の形成（機能強化）
＠北九州港

⑦水素ボイラーの導入

●

●

●

●

⑪電炉プロセスへの転換

【凡 例】

：公共ターミナル

：公共ターミナルを出入する船舶・車両

：公共ターミナル外

⑧CO2フリー発電所の設置

⑨鉄鋼製品製造段階等における
水素・アンモニアの活用

⑩自家発発電・発蒸設備の脱石炭

⑫新小倉発電所のリプレース

(２)港湾における脱炭素化の促進に資する将来の構想
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